
ミニトマト栽培における省力・軽労化体系実証の取組
活動期間：令和２年度

○生産者の高齢化に対応した担い手の確保や、新型コロナウイルス感染症
の拡大により技能実習生等の働く人材の確保が困難となっており、労働力不
足に対応する技術体系の確立が求められている。

○このため、高度技術支援課では、統合環境制御装置、無人防除機等の
省力機械による作業時間の削減効果の検証を行った。

○その結果、年間の労働時間を１０アールあたり２６５時間削減。省力的で
効率的なミニトマトの作業体系を構築した。

具体的な成果

１ 統合環境制御装置

統合環境制御装置を活用し、遠隔監視
を行うことにより、日曜日を休日とすること
ができ、３８４時間の作業時間が減少

２ 無人防除機
慣行作業より４１．４％作業時間を削減

1回の防除作業に要する時間(10a当たり)

３ 主茎（茎葉残渣）処理機
栽培終了後の茎葉残渣処理に要する作

業時間の削減効果及び身体の疲労度に
ついて調査
→作業時間は慣行作業より５８．６％削減

残渣処理に要する時間（10a当たり）

普及指導員の活動

○令和２年度、高度技術支援課を核として、
生産者、民間企業、町、農産園芸研究課、
徳島農業支援センター、農業大学校ととも
に「とくしまミニトマト省力化コンソーシアム」
を結成

○統合環境制御装置による環境データ解

析、環境制御と生育把握について検証を実
施

○無人防除機による防除に要する作業時

間、自動運送ロボットによる収穫に要する
作業時間の削減効果を調査を実施

○アシストスーツ及び主茎（茎葉残渣）処理

機に要する作業時間の削減効果及び身体
の疲労度について調査を実施

○労力管理アプリ「AGRIOS」を導入し、個々

の作業時間短縮や労働ピークの平準化の
効果について検証

普及指導員だからできたこと

○生産現場を熟知し、専門技術や経営につ
いての知識を持つ普及指導員だからこそ、
生産者、民間企業、町等の関係機関をコー
ディネートしながら、省力化技術確立に向け
た取組を進めることができた。

徳島県
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徳島県 
ミニトマト栽培における省力・軽労化体系実証の取組 

 
活動期間：令和２年度 
 
１．取組の背景 

徳島県石井町は、野菜園芸が盛んな産地だが、生産者の高齢化に対応した

担い手の確保が喫緊の課題となっている。近年、県下各地で取り組まれてい

るトマトの大規模施設園芸は、管理作業や収穫作業が絶え間なく行われてい

ることから、新型コロナウイルス感染症の急激な拡大により、子育て世代や

外国人技能実習生の働く人材の確保が困難となっている。 
そのため、施設園芸において、先進的環境制御や無人防除作業、管理作業

の省力・軽労化機器などのスマート農業技術を導入し、喫緊に労力不足に対

応する技術体系を確立することが求められている。 
そこで、生産現場の課題を解決するため、省力・軽労化体系の実証を進め

る。 
 

２．活動内容（詳細） 
高度技術支援課を核として、生産者、民間企業、町、農産園芸研究課、徳

島農業支援センター及び農業大学校とともに「とくしまミニトマト省力化コ

ンソーシアム」を結成し、深刻化する人手不足に対応するため、以下の機械

を利用して、省力的で効率的なミニトマト作業体系を構築した。 
（１）統合環境制御装置 
   プロファインダーnext80 並びにプロファインダークラウドを用いた

環境データ解析によるミニトマト栽培に最適な環境の再現と生育把握

について検証した。 
（２）無人防除機 
   防除に要する作業時間の削減効果を調査した。 
（３）自動搬送ロボット 
   収穫に要する作業時間の削減効果を調査した。 
（４）アシストスーツ 
   調整に要する作業時間の削減効果及び身体の疲労度について調査し

た。 
（５）主茎（茎葉残渣）処理機 
   栽培終了後の茎葉残渣処理に要する作業時間の削減効果及び身体の

疲労度について調査した。 
（６）労務管理システム 
  労務管理アプリ「ＡＧＲＩＯＳ」を導入し、これまでの手書き入力と

の比較とともに、個々の作業時間短縮や、労働ピークの平準化の効果

について検証した。 
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３．具体的な成果（詳細） 
（１）統合環境制御装置 
   遠隔監視を行うことにより日曜日を休日とすることができ、３８４

時間の作業時間が減少し、労力軽減につながることが確認できた。 
  （２）無人防除機 
     慣行作業では、１０ａ当たり２時間３０分を１回の防除作業に要し

ていたが、無人防除機の導入より作業時間を１０ａ当たり１時間２８

分に短縮でき、作業時間の４１．１％の削減を実証できた。 
（３）自動搬送ロボット 

     収穫作業時間の削減が０．８１％となった。 
  （４）アシストスーツ 
     装着時は腰部への負担は減少したが、両肩への負荷は増加した。 
  （５）主茎（茎葉残渣）処理機 
     慣行作業では残渣処理に１０ａ当たり１３１時間１８分の作業時間

を要していたが、処理機の導入により、作業時間は１０ａ当たり５４

時間２０分となり、慣行作業より５８．６％削減できた。 
  （６）労務管理システム 
     作業者手書きの記録を、社員がシステムに入力する作業時間が削減

できた。 
無人防除機や主茎処理機等、個々の作業時間短縮や労働ピークの平準化 
等を統合して、年間の労働時間を１０ａ当たり２６５時間削減すること 
ができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（図１）１回の防除作業に要する時間（１０ａ当たり） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（図２）残渣処理に要する時間（１０ａ当たり） 
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４．農家等からの評価・コメント（みのるファーム株式会社） 
本実証で導入した労務管理システムは、各作業者の能力が随時把握でき、

労務管理の参考となるので、今後も利用を継続していきたい。 
 
５．普及指導員のコメント（高度技術支援課 課長補佐 三木敏史） 

スマート農業技術の導入経費は、取得価格、償却額とも、慣行栽培より大

幅に高く、作業時間削減効果の高い機器ほど取得価格も高く、ミニトマト栽

培における減価償却比率も大きくなる。 
このため、生産者としては規模に見合う装備や単位収量の向上、機械メー

カーは低価格化に取り組むことで、経営全体に占める割合を低く押さえる工

夫が必要である。 
 
６．現状・今後の展開等 

実証した省力機械は、一部が試作機であるため、コンソーシアムに参画し

ている企業が主体となり県域を越え販売活動を展開する予定。 
徳島県内の大規模トマト生産法人は各社で既に情報交換がなされているた

め、これら生産法人を対象に研修会等を開催するとともに、徳島県養液栽培

研究会の講演会や視察、研修会を通じて成果の普及を図る。 
また、農業大学校において将来の就農者を対象に研修を行い、スマート農

業技術の即戦力人材の確保に務める。 
 
 

 
 
 
 
 

 

無人防除機      自動運送ロボット      アシストスーツ 
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